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研究要旨 
 
本研究の目的は、有害業務に従事する労働者に義務付けられている歯科医師の健康診断の

実態を把握し、業務の実態と作業環境管理・作業管理の課題と対策を明らかにすることであ

る。そのため本年度は現状把握のためのアンケート調査を行なった。対象は、日本産業衛生

学会歯科保健部会に所属する会員とし、アンケートは 2022 年 11 月から 2022 年 12 月にか

けて同意を得て回収した。その結果、98 名の回答者のうち、37 名が事業場における有害な

業務に従事する労働者に対する歯科医師による歯科特殊健診を担当していた。その事業場

で扱っている化学物質は、塩酸 49、硝酸 40、硫酸 39、亜硫酸 9、フッ化水素 19、その他

15 であった。また、歯科特殊健診の結果割合の程度を質問したところ、健全 72.8%、疑問

型（要観察型）23.9%、欠損がエナメル質内にとどまるもの 1.9%、欠損が象牙質に達した

もの 1.0%、欠損が歯髄または歯髄近くまで及んだもの 0.3%、歯冠部が大きく欠損したもの

0.1%、であった。そして、その事業場の作業現場の職場巡視を行なっている割合は、行って

いる 33、状況により行っている 10、行っていない 19 であった。本アンケート結果から、

歯科特殊健診を行っている歯科保健部会員の多くは、労働衛生コンサルタントの資格を持

ち、十分な研修を受けた上で長期にわたり、適切に歯科特殊健診を実施しており、作業場の

巡視や 3 管理に関する指導や助言も行っていた。しかしながら他の歯科医師も健診を行い、

適切な健診が行われていない場合がある可能性も疑われることから、全国共通の診断基準

や健診方法も含めた健診マニュアルなどを早期に作成し、主に歯科医師会を通して周知す

る必要があると考えられた。また事業場に助言を行っても、それが反映されていないと感じ

ている健診医もいることから、事業場の担当者へ歯科特殊健診と一般歯科健診の違いも含

め、十分な教育も必要であると考えられた。 
                 

A．研究目的 
有害業務に従事する労働者に義務づけ

られている歯科医師の健康診断の実態を

把握し、業務の実態と作業環境管理・作業

管理の課題と対策について事例収集を行

い、職場で望まれる歯科口腔疾患の適切な

管理方法を示すために、アンケート調査

（表 1）を実施した。 
B．研究方法 
１．調査の対象者 
日本産業衛生学会歯科保健部会（以後、

歯科保健部会）に所属する歯科医師会員。 

２．調査の方法 
本研究責任者、研究分担者および研究協

力者間での話し合いで作成した、質問紙

（表 1）を郵送することにより実施した。 

調査時期は 2022 年 11 月から 2022 年

12 月である。また、本研究は東京歯科大

学倫理審査委員会の承認を得て行なった。 
C．研究結果 

98 名の会員からの回答を得られた。 
[共通票]より 

1. 事業場における有害な業務に従事す

る労働者に対する歯科医師による健康診
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断(以降、歯科特殊健診とする)を担当して

いる事業場を持つ者は 37 名（37.8%）で

あった（図 1）。 その担当している事業場

数平均は 3.8±4.7（平均±SD）であり、

中央値は 2 であった。最大値は 25、最小

値は１で、1 名で複数事業場を担当してい

る場合が多かった。   
2. 最も長く歯科特殊健診を実施してい

る事業場は、1972 年から様々であったが、 
2018 年からが一番多かった（最大値 50 年）

（図 2）。 
3. 歯科特殊健診と一般の歯科健診を同

時に実施することがある 9 名（24.3%）、

ない 27 名（73.0%）で、多くは歯科特殊

健診を単独で実施していた（図 3）。 
4. 歯科特殊健診を実施するための研修

会を受けたことがあるのは 32 名（86.5%）

であり、多くの歯科医師が健診前に研修会

に参加していた。その研修会開催機関は歯

科医師会関係 17(53.1%）、労働衛生研究協

議会 15（46.9%）、産業衛生学会関係３

（9.4%）で、歯科医師会や労働衛生研究協

議会が主催する研修会が多かった（図 4、
4-1）。 

5. 歯科特殊健診の費用は、事業所やそ

の受診者人数によって様々であったが、受

診者一人当たり 5,000 円という回答が多

かった（表 2）。 
6. 歯科特殊健診を行っている 35 名の

うち労働衛生コンサルタントの資格を持

っているのは 28 名（80.0%）で、多くは

有資格者であった（図 5）。 
7. 何でも相談できる関係の機関として

は、都道府県労働局（はい 11 名、いいえ

21 名）、地域の労働基準監督署（はい 16
名、いいえ 17 名）、産業保健支援センター

（はい 14 名、いいえ 17 名）、保健所（は

い 21 名、いいえ 11 名）、地域の保健セン

ター（はい 15 名、いいえ 16 名）、都道府

県歯科医師会（はい 25 名、いいえ 10 名）、

群市区歯科医師会（はい 25 名、いいえ 8
名）で、各相談窓口の中で都道府県および

郡市区歯科医師会が多い傾向にあった（表

3）。 
8. 歯科特殊健診の実施場所は、歯科医

師が事業場に訪問し、労働者を集団で行う

が 31 名(83.3%)、歯科医院に個別に来て

もらうが 13 名(35.1%)、歯科医院に集団

で来てもらうが４名(10.8%)で、事業所へ

訪問する場合が多かった（図 6）。 
9 歯科特殊健診を実施する際に、問診票

を用いて行っているのは 32 名であり、用

紙として歯科医師会から提供された問診

票を使っているのは 10 名、事業場の規定

の問診票を使用しているのが 10 名、独自

に準備した問診票を使用しているのが 12
名で、統一はされていなかった（図 7）。 

10. 歯科特殊健診時に、口腔内写真を撮

影しているのは 24 名（64.9%）で、半分

以上の歯科医師が写真撮影を行っていた

（図 8）。 
11,12. 歯科特殊健診受診者の作業現場

の巡視を行なっているのは 19 名（51.4%）

で、半分以上の歯科医師が巡視を行ってお

り（図 9）、その中で事業場の職場管理に

反映してもらった事項があるのは 14 名

（37.8%）であった（図 10）。 
13. 歯の酸蝕症は、通常の基準で健診を

行っているのは 33 名(89.2%)、表現を一

部修正して行なっている 2 名(5.4%)、別の

基準で行なっている 3 名(8.1%)、で、多く

は通常の基準で健診を実施していた（図

11）。 
14. 歯科特殊健診を行なった際の結果

の割合をどう考えているのかでは、健全

72.8%、疑問型（要観察）23.9%、欠損が

エナメル質内にとどまるもの 1.9%、欠損

が象牙質に達したもの 1.0%、欠損が歯髄

または歯髄近くにまで及んだもの 0.3％、

歯冠部が大きく欠損したもの 0.1%、で、

多くは健全で、一部疑問型も含まれていた

（表 4）。 
15. 歯科特殊健診を実施する際に気に

なること、困ったこととしては、1)E0 や

E1 と判定できてもそれが職業性であるか

食事などが原因であるか、またその両者が

影響しているのかの判断が困難、2)診断基

準が歯科医師個人でバラバラなため、全国

で標準化された健診票や健診マニュアル

が必要などといった意見が出ていた（表

5）。 
[個別票より]より 
1. 特殊歯科健診の事業場での担当年は

1972 年からであり、2018 年と 2022 年か

らが一番多く、全体的には増加傾向にあり、

最大は 50 年であった（図 12）。 
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2. その事業場の歯科特殊健診を担当す

ることになった経緯は、歯科医師会から紹

介された 21 名(31.3%)、地域の労働関係

機関から紹介された 4 名(6.0%)、会社（事

業場）から直接依頼があった 27 名(40.3%)、
その他 16 名(23.9%)であり、歯科医師会

からだけでなく、事業所からの直接依頼も

多かった（図 13）。 
3. 事業場の従業員数は、平均 578.9±

1,065.4 名であり、最大値は 6,000 名、最

小値は 4 名、中央値は 185 名で、その規

模は様々であった。 
4. そのうち、歯科特殊健診の対象者は、

平均 39.6±65.9 名、最大 400 名、最小 1
名、中央値 15 名で、こちらも様々であっ

た。 
 5. 事業場の主な業種では、製造業、半

導体製造、製薬会社や研究所などが多かっ

た（表 6）。 
6. この事業場で取り扱っている主な有

害物質としては、塩酸 49、硝酸 40、硫酸

39、フッ化水素 19、亜硫酸 9、その他 15
という結果で、塩酸が一番扱われていた

（図 14）。 
7. その有害物質は、洗浄関係（酸洗い

等）、金属関係、半導体関係や研究所の業

務で扱われていることが多かった（表 7）。 
8. 事業場の作業現場の職場巡視を実際

に行ったのは、はい 33 名（49.3%）、いい

え 19 名(28.4%)、状況による 10 名(14.9%)
であり、状況による場合も含むが、半数以

上が巡視を行っていた（図 15）。 
 9. 作業管理にかかわる事項で事業場の

担当者に助言・指導したこととしては、保

護具やマスクの使用などが多かった（表

8）。 
10. 作業環境管理にかかわる事項で事

業場の担当者に助言・指導したこととして

は、局所排気といった換気関係が多かった

（表 9）。 
11. 労働者の健康に関わる事項で事業

場の担当者に助言・指導したこととしては、

口腔内以外のことも多く含まれていた（表

10）。 
12. その他に、事業所での歯科特殊健診

に従事して気づいたところとしては、酸蝕

および歯科特殊健診に対する事業所側の

認識不足などがあげられていた（表 11）。 

D．考察 
 １．歯科保健部会員の歯科特殊健診の

参加状況と全国共通マニュアル作成の必

要性について：歯科特殊健診に関するアン

ケート調査で歯科保健部会員 98名の回答

者のうち、37 名が事業場における有害な

業務に従事する労働者に対する歯科医師

による歯科特殊健診を、長いもので 50 年

前から担当していた。その中で多くの会員

は労働衛生コンサルタントの資格を有し、

歯科医師会や日本労働衛生研究協議会が

主催する事前研修も受けており、健診前の

準備を十分行っていると考えられた。しか

しながら歯科医師会や事業場の担当者か

らの直接の依頼などで、本会員以外の歯科

医師も健診を行うことがある。今回の調査

で「健診の診断基準が健診医でバラつきが

あり、中には一般歯科健診との違いを理解

していない健診医もいるようである」とい

ったこと指摘している会員がいたことか

ら、健診前に十分な研鑚を行わずに健診を

行う健診医もいると考えられる。 
それに対する対応としては、早期に歯科

特殊健診における全国共通の診断基準、健

診方法等のマニュアルを作成し、健診票の

統一化も行う必要がある。本会員の健診医

の多くは複数の事業場を担当しているた

め、質問票も統一化した方が、健診後の指

導が行いやすいと考えられた。また今回の

健診医の主な相談先が各地区の歯科医師

会であることから、日本歯科医師会から都

道府県歯科医師会や郡市区歯科医師会を

通して、健診を行う歯科医師に上記に関し

て周知する必要があると考えられた。なお、

歯科特殊健診を行うに当たっては、日本歯

科医師会の研修会を必ず受講後に行うな

どの措置も必要である。 
２．酸蝕症の程度と歯科特殊健診の必要

性について：健診医の判断として歯科特殊

健診の結果割合の程度を質問したところ、

健全 72.8%、疑問型（要観察型）23.9%、

欠損がエナメル質内にとどまるもの 
1.9%、欠損が象牙質に達したもの 1.0%、

欠損が歯髄または歯髄近くまで及んだも

の 0.3%、歯冠部が大きく欠損したもの

0.1%、であった。このことから、現状の歯

科特殊健診において、E0、E±が多いが、

頻度は少ないものの E1～ E3 まで確認さ
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れることが予想された。もし、E1～ E3 の

所見を認める歯牙が確認された場合、作業

起因性の可能性もあり従業員への作業管

理、作業環境管理、健康指導および事業場

の担当者への報告などが必要なため、歯科

特殊健診の必要性が明らかとなった。また

健診を事業場に訪問して集団で行ってい

るためか、作業現場の職場巡視を行なって

いる割合は 70.3%と、多くの事業所で職場

巡視も行っていた。このことが巡視後に労

働者の「作業環境管理、作業管理および健

康管理」に関わる事項について行う上で有

効であると考えられた。しかしながら指導

を行っても、そのことが職場管理に反映さ

れていると考えていないと考えている場

合も多いことから、事業場の担当者へ歯科

特殊健診と一般歯科健診の違いも含め、十

分な教育も必要であると考えられた。 
３．酸蝕歯発症の原因について：明らかな

酸蝕歯を認めて写真撮影によって記録を

残すことができ、また作業場の巡視を行い

その状況が把握できても、その酸蝕歯が作

業に起因するものか、本人の食生活など生

活習慣に起因するものか、また両者が影響

を与えている場合でも、その程度や割合が

どうであるかなどの判断は現時点におい

ては非常に困難である。そのため今後はそ

の判別のための研究も必要であろう。 
Ｅ．結論 
本アンケートの結果から、歯科特殊健診

を行っている歯科保健部会員の多くは、労

働衛生コンサルタントの資格を持ち、十分

な研修を受けた上で長期にわたり、適切に

歯科特殊健診を実施しており、作業場の巡

視や 3 管理に関する指導や助言も行って

いた。しかしながら他の歯科医師も健診を

行い、適切な健診が行われていない場合が

ある可能性も否定できないことから、全国

共通の診断基準や健診方法も含めた健診

マニュアルなどを早期に作成し、主に歯科

医師会を通して周知する必要があると考

えられた。また事業場に助言を行っても、

それが反映されていないと感じている健

診医もいることから、事業場の担当者へ歯

科特殊健診と一般歯科健診の違いも含め、

十分な教育も必要であると考えられた。 
F．健康危険情報 

 なし 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 予定あり 
 2.  学会発表 
 予定あり 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 なし 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
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表１. 産業歯科保健に対する労働安全衛生法に基づく歯科医師による健康診断の事例収集

を伴う調査質問紙 
【共通票】 

１．事業場における有害な業務に従事する労働者に対する歯科医師による健康診断（以降、

歯科特殊健診とする）を担当している事業場はありますか。 

ある場合はいくつありますか？ 

□ １）はい      約 （         ）か所 

□ ２）いいえ  → 回答終了 

２．最も長く歯科特殊健診を実施している事業場は、いつ頃から担当していますか？  

（西暦     年    月頃から） 

３．歯科特殊健診と一般の歯科健診を同時に実施することはありますか？ 

  □ １）ある（                           ） 

  □ ２）ない 

４．歯科特殊健診を実施するための研修会を受けたことがありますか？ 

□ １）ある（歯科医師会関係 ・ 労働衛生研究協議会 ・ 産業衛生学会関係 

・ その他：                   ） 

□ ２）ない 

５．歯科特殊健診に係る費用をどのように設定していますか？費用の算出方法（例）を記載

してください。 

（たとえば、受診者ひとりあたりの費用、交通費、報告書作成費などの内訳） 

  （                            ）                                 

６．労働衛生コンサルタントの資格は持っていますか？ 

□１）はい    □２）いいえ 

７．あなたは以下の機関と何でも相談できる関係にありますか？ 

〇都道府県労働局       □１）はい  □２）いいえ 

〇地域の労働基準監督署    □１）はい  □２）いいえ 

〇産業保健総合支援センター  □１）はい  □２）いいえ 

〇保健所           □１）はい  □２）いいえ 

〇地域の保健センター     □１）はい  □２）いいえ 

〇都道府県歯科医師会      □１）はい  □２）いいえ 

〇郡市区歯科医師会        □１）はい  □２）いいえ 

８． 歯科特殊健診はどこでどのように実施していますか？（複数回答可） 

□１）事業場に訪問し、集団で行う□２）歯科医院に個別に来てもらう 
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□３）歯科医院に来てもらい、集団で行う 

□４）その他（                          ） 

９．歯科特殊健診を実施する際、問診票を用いていますか？ 

□１）都道府県歯科医師会から提供された問診票を使用している 

□２）会社（事業場）の規定の問診票を使用している 

□３）独自に準備した問診票を使用している 

□４）特に使用していない 

□５）その他（                        ） 

 差し支えなければ、使用している問診票も送付してください。 

１０．歯科特殊健診時に、口腔内写真を撮影していますか？ 

□１）はい   □２）いいえ 

１１．歯科特殊健診受診者の作業現場の巡視を実際に行っていますか？ 

行っている場合、どの程度の頻度で行っていますか。 

□１）はい（頻度は：                        ） 

□２）いいえ（理由は：                       ） 

□３）状況による（具体的に：                    ） 

１２．作業現場の巡視により、事業場の職場管理に反映してもらった事項はなにかあります

か。 

□１）ある（                          ） 

□２）特にない 

１３．歯の酸蝕症の基準はどのような健診基準で行っていますか？ 

(公社)日本歯科医師会監修の「歯科医のための産業保健入門第７版」P78 に掲載されている

「歯の酸蝕症」の基準を参考までに以下に示します。 

±  E 0 エナメル質表面の軽度腐食(欠損)あるいは疑問型 

第１度 E 1 欠損がエナメル質内にとどまるもの 

第２度 E 2 欠損が象牙質に達しているもの 

第３度 E 3 欠損が歯髄または歯髄近くにまで及んだもの 

第４度 E 4 歯冠部が大きく（またはおよそ２／３以上）欠損したもの 

 

歯の酸蝕症の健診を依頼された場合、以下の診断基準で行っていますか？ 

異なる基準を使っている場合には、その内容を具体的に書いてください。該当部分の

写しを添付いただいてもさしつかえありません。 
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□１）この基準のとおり行っている 

□２）この基準の表現を一部修正して行っている（      ） 

□３）別の基準で行っている。（               ） 

もしもお差し支えなければ実際に使用している酸蝕症の基準も送付してください。 

１４．歯科特殊健診を行った際に、以下の割合はどの程度と考えていますか？ 

   合計で 100％になるように記載してください。 

    酸蝕症の基準 （％） 

    健全（特記事項なし）   

± E 0 疑問型（要観察型）・迷ったとき   

第１

度 
E 1 欠損がエナメル質内にとどまるもの   

第２

度 
E 2 欠損が象牙質に達したもの   

第３

度 
E 3 欠損が歯髄または歯髄近くにまで及んだもの   

第４

度 
E 4 歯冠部が大きく（およそ２／３以上）欠損したもの   

１５．歯科特殊健診を実施する際に気になっていること、お困りになっていること、ご意見

などがありましたら、自由に記載してください。 

  （                              ） 

【個別票】 

お手数ですが事業所毎に記載をお願いします。 

  □Ｎｏ１    □ Ｎｏ２  □  Ｎｏ３ 

ここからは特殊健康診断を担当している事業場ごとに回答してください。 

３つ以上の事業場の歯科特殊健診を担当している場合には、事業場を３つ選び、それぞれに

ついて回答してください。 

＊事業場その①～その③まで繰り返し 

１．いつからこの事業場の特殊健診を担当していますか？（ 西暦   年 月から） 

２．この事業場の歯科特殊健診を担当することになった経緯を選んでください。 

□１）歯科医師会から紹介された 

□２）地域の労働関係機関から紹介された 

□３）会社（事業場）から直接、依頼があった 
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□４）その他（                            ） 

３．この事業場の従業員数はどれくらいですか？ 

（                 名程度） 

４．そのうち、歯科特殊健診の対象者数はどれくらいですか？ 

 （                 名程度 

５．この事業場の主な業種を教えてください。 

業種（              ） 

６．この事業場で取り扱っている主な有害物質を選んでください。（複数回答可） 

その他の有害物質がある場合は、物質名の記載をお願いします。 

□１）塩酸、□２）硝酸、□３）硫酸、□４）亜硫酸、 

□５）フッ化水素、□６）その他（具体的に：          ） 

７．その有害物質はどのような業務で使われていますか？ 

  （                              ） 

８．この事業場の作業現場の職場巡視を実際に行っていますか？ 

□１）はい（どのぐらいの頻度：                     ） 

□２）いいえ（理由：                          ） 

□３）状況による（具体的に：                      ） 

９．過去に歯科特殊健診の実施後を含め、作業管理に関わる事項について、事業場の担当 

に助言、指導したことはありますか？ 

ある場合には、その内容を具体的に記載してください。 

  （                               ） 

１０．過去に歯科特殊健診の実施後を含め、作業環境管理に関わる事項について、事業場の

担当者に助言、指導したことはありますか？ 

  ある場合には、その内容を具体的に記載してください。 

  （                               ） 

１１．過去に歯科特殊健診の実施後を含め、労働者の健康に関わる事項について、事業場の

担当者に助言、指導したことはありますか？ 

  ある場合には、その内容を具体的に記載してください。 

  （                               ） 

１２ この他に、この事業所で歯科特殊健診に従事していて、気が付いたところがあれば、

記載をお願いいたします。 
 
表２. 歯科特殊健診に係る費用をどのように設定していますか 
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表３. あなたは以下の期間と何でも相談できる関係にありますか 

 
表４. 歯科特殊健診を行った際に、以下の割合はどの程度と考えますか 
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表５. 歯科特殊健診を実施する際に気になっていること、困っていること 
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表６.この事業場の主な業種 

 
表７. その有害物質はどのような業務で使われていますか 
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表８. 過去に歯科特殊健診の実施後を含め、作業管理に関わる事項について、事業場の担当
者に助言、指導をしたことはありますか 
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表９. 過去に歯科特殊健診の実施後を含め、作業環境管理に関わる事項について、事業場の
担当者に助言、指導をしたことはありますか 

 
表１０. 過去に歯科特殊健診の実施後を含め、労働者の健康管理に関わる事項について、事
業場の担当者に助言、指導をしたことはありますか 
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表１１. この他に、この事業場で歯科特殊健診に従事して、気が付いたところ 
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図１. 事業場における有害な業務に従事する労働者に対する歯科医師による健康診断（以降、
歯科特殊健診とする）を担当している事業場はありますか？ 

 
図２. 最も長く歯科特殊健診を実施している事業場は、いつ頃から担当していますか？ 
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図３. 歯科特殊健診と一般の歯科健診を同時に実施することはありますか？ 

 
図４．歯科特殊健診を実施するための研修会を受けたことはありますか？ 

 
図４－１. 「設問４で「ある」と回答したものが集計対象 
歯科特殊健診を実施するための研修を受けた機関（複数回答） 

  
図５. 労働衛生コンサルタントの資格は持っていますか？ 
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図６. 歯科特殊健診はどのように実施していますか？（複数回答可） 

 
図７. 歯科特殊健診を実施する際、問診票を用いていますか？ 

 
図８. 歯科特殊健診時に口腔内写真を撮影していますか？ 
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図９. 歯科特殊健診受診者の作業現場の巡視を実際に行っていますか？ 

 
図１０. 作業現場の巡視により、事業場の職場管理に反映してもらった事項はなにかありま
すか？ 
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図１１. 歯の酸蝕症の基準はどのような健診基準で行っていますか？ 

 
図１２. いつからこの事業場の特殊健診を担当していますか？（西暦） 
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図１３. この事業場の歯科特殊健診を担当することになった経緯を選んでください。 

 
図１４. この事業場で取り扱っている主な有害物質を選んでください。（複数回答） 
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図１５. この事業場の作業現場の職場巡視を実際に行っていますか？ 

 


